





Abhisamayamañjarī は Vajravārāhī の成就法が記された，サンヴァラ系の
儀礼書である．インド後期密教において Hevajra や Sam
・
vara の配偶尊とし
て知られいる 2），この Vajravārāhī の姿形は多種多様である．例えば，①一面・
二臂・赤色，②一面・四臂・赤色，③一面・二臂・黄色か青といった姿をと
る 3）．さらに Vajravārāhī は，“Vajraghon
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れているものの２種類がある．GSS は Vajravārāhī に関わるテキストのみを
Abhisamayamañjarī の構成とその特徴






















が Abhayākaragupta であると読み取れる記述 4）がある．この記述から当文
献は，塚本他（1989: 279）において Abhayākaragupta の弟子として名前が
確認できる Śubhākaragupta に帰せられる可能性が高いと考えられる．そして
成立時期については，本文中に引用されている Vajrāvalī の成立年代と GSS の






















とを留意しておくべきだろう．その相違点とは，CSA が 62 尊マンダラの成
就法である一方で，Abhisamayamañjarī は 37 尊マンダラの成就法である点




















































なっているが 8），Abhisamayamañjarī と CSA ではともに，蘊→処→界とい
う順番で行われている．
４．２　「空性の観想」と「結界」の順序




























ā p ā d a 著 Ś r ī - B h a g a v a c c a k r a s a m
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［3.2 .2］  yat   tu   Lūyīpādābhisamaye   raks
・
āva j rapañ jarāder 
anantaram
・

































































d ū r a n・ g a m ā c a l ā s ā d h u m a t ī d h a r m a m e g h ā k h y a d a ś a b h ū m i - 
v iśuddhyā   kramen
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身輪に配置される合計 24 の女性尊格と 24 の身体部位との対応が，CSA［9］
と同様に記されている．これに加えて，Abhisamayamañjarī ［3.13.6］では
















ita  の著した CSA の註釈書である Abhisamaya-nāma-pañjikā （桜








ita の四法」と Abhisamayamañjarī の類似箇所
「Prajñāraks
・
ita の四法」 Abhisamayamañjarī 該当部分
Abhisamaya-nāma-pañjikā 前半部分 （CSA と類似点の多い 1 帰敬偈～４終結部）
Balividhi 4.1 バリ供養 （CSA［15］）
Bāhyapūjāvidhi 5.2 バーフヤプージャー







本稿では Abhisamayamañjarī と CSA の構成を比較し，主な類似点と相違















資料 : Abhisamayamañjarī のシノプシスと CSA との類似箇所



















　　2.2.1 蘊等への尊格の布置 CSA［2］ 2（7）–
　　2.2.2 諸処への尊格の布置 CSA［2］ 2（13）–
　　2.2.3 五界への尊格の布置 CSA［2］ 3（2）–
　2.3 男尊と女尊の尊容 3（10）–
　2.4.1  16 人の女神による供養 CSA［4］ 3（12）–
　2.4.2  16 人の女神の尊容 CSA［4］ 3（15）–
　2.5 ①賞賛偈②七種無上供養 CSA［4］ 4（7）–
   　③三帰依・依仏道・身供養・発菩提心
　2.6 ④四無量心の修習 CSA［1］ 4（10）–
　2.7.1 智慧資糧の積集 CSA［5］ 4（14）–
　2.7.2 空性の修習 CSA［5］ 5（1）–
3 マンダラの観想
　3.1 マンダラ外輪の観想
　3.1.1 ４つの要素と須弥山の観想 CSA［6］（a） 5（5）–
　3.1.2 結界
　　3.1.2.1 金剛柵・金剛地・金剛網・ CSA［3］（a）（b） 5（9）–
　　　　　 金剛蓋・金剛の焔の観想
　　3.1.2.2 障害の除去 CSA［3］（c） 6（1）–
　　3.1.2.3 結界の完成 6（12）–
　3.1.3 楼閣宮殿の観想 CSA［6］（b）, 6（17）–
［7］（a）
　3.1.4 五相現等覚 7（3）–
　3.2  37 尊マンダラ
　　3.2.1  Vajravārāhī の観想 CSA［7］（c）（d） 7（10）–
　　3.2.2  補記 8（13）–
　　3.2.3  ５輪マンダラの観想 8（16）–
　　　3.2.3.1  大楽輪の観想 CSA［7］（e） 9（2）–
　　　3.2.3.2  ３輪の観想，24 の女神と
外の 24 の聖地の対応
　　　　3.2.3.2.1  心輪の観想 CSA［7］（f） 9（2）–
　　　　3.2.3.2.2  語輪の観想 CSA［7］（g） 9（5）–
　　　　3.2.3.2.3  身輪の観想 CSA［7］（h） 9（9）–
　　　　3.2.3.2.4  ３輪の女神の尊容 CSA［7］ 9（13）–
（h, v.14–16）
　　　3.2.3.3 三昧耶輪の観想 CSA［7］（i） 9（15）
　3.3 文字布置 
　　3.3.1 甲冑 CSA［11］（b） 10（1）–
　　3.3.2 尊格の観想による文字布置 10（5）–
　3.4 智輪の招入 CSA［11］（a）, 10（12）–
　　 三昧耶輪と智輪の合一 ［12］
　3.5 灌頂 CSA［14］ 10（17）–
　3.6 甘露の享受 11（7）–
　3.7.1  37 尊マンダラを CSA［18］ 11（18）–
維持できない場合





　　3.9.1 フリダヤ CSA［13］ 13（6）–
ウパフリダヤマントラ
　　3.9.2  ８つの句のマントラ 13（8）–
　　3.9.3.1  花環マントラ 13（15）–
　　3.9.3.2  花環マントラの能力 14（11）–
　　3.9.4  36 の女神のマントラ
　　　3.9.4.1  大楽輪の女神 CSA［13］ 15（1）–
　　　3.9.4.2  32 の女神のマントラ CSA［13］ 15（3）–
　　　　3.9.4.2.1  心輪の女神 CSA［13］ 15（3）–






　　　　3.9.4.2.3  身輪の女神 CSA［13］ 15（9）–
　　　　3.9.4.2.4 三昧耶輪の女神 CSA［13］ 15（12）–
　　3.9.5  補記 15（15）–
　3.10  別種類のマンダラ 15（16）–
　3.10.1 Vajrāvalī のマンダラ① 15（17）–
　3.10.2 Vajrāvalī のマンダラ② 15（19）–
　3.11 三十七菩提分法と女神の対応 CSA［8］ 16（5）–
　　3.11.1 四念処 CSA［8］ 16（7）–
　　3.11.2 四神足 CSA［8］ 16（10）–
　　3.11.3 五根 CSA［8］ 16（13）–
　　3.11.4 五力 CSA［8］ 16（18）–
　　3.11.5 七覚支 CSA［8］ 17（1）–
　　3.11.6 八正道 CSA［8］ 17（5）–
　　3.11.7 四正断 CSA［8］ 17（10）–




　　3.13.1  24 聖地の種字 CSA［9］（b） 18（1）–
　　3.13.2 心輪の女神と聖地と CSA［9］（c） 18（2）–
身体部位の対応
　　3.13.3 語輪の女神と聖地と CSA［9］（d） 18（7）–
身体部位の対応
　　3.13.4 身輪の女神と聖地と CSA［9］（e） 18（12）–
身体部位の対応
　　3.13.5 身体マンダラに関する説示 18（17）–
　　3.13.6  三昧耶輪と大楽輪の 19（3）–
女神と身体部位の対応
4 終結部




















5.7.4 赤色 Vajrayoginī 27（6）–
5.7.5 ３体の Vajrayoginī 27（15）–
5.7.6 半跏座の Vajravārāhī 28（11）–
5.7.7 Vidyādharī Vajrayoginī 29（11）–
5.8 まとめ 30（6）–
5.9 廻向偈 30（8）–
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１）・本稿で提示する Abhisamayamañjarī のサンスクリットテキストは S. 
Rinpoche と V. Dwivedi による校訂本（以下 Sed）を底本としている．
・Ms.K と Ms.B，Ms.B を元に作成された English（2002）の校訂文を参
照し，異読を提示した．
・ チベット訳の参照はしていない．






















































５）本文に引用されている Abhayākaragupta の著した Vajrāvalī の成立年代
がおよそ 12 世紀前半である．また，塚本他（1989: 285）では GSS の
























































































ち，第２型内的マンダラに CSA が含まれ（杉木 2007: 142），第４型










11）37 尊全ての身体内化を試みるものであり，註 15 で示した第４型内的マ
ンダラの特徴でもある（杉木 2007： 159）．なお，Abhisamayamañjarī
では，主尊 Vajravārāhī と対応する聖地や聖地のカテゴリー，身体部位
は説かれない．
17）桜井（1997a, 2002ab）など．Cf. English（2002: 218, 344）に Hastapūjā
の詳細がまとめられている．
